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人権啓発作品表彰式、人権講演会開催

4月から役場の組織が変わります

役場各課などからのお知らせ　　ほか
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10
12

－ みんなで「もち花づくり」 －
雪国ホームステイ

　国際交流を深めようと毎年行われている「雪

国ホームステイ」。昨年 12 月 18 日、小代区を

訪問していたオーストラリアからの留学生7人

は、地域の子どもたちと一緒に紅白のもちを枝

にくっつける「もち花づくり」を体験しました。

　今年も豊作になりますように…。

　（本号 10ページに関連記事を掲載）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
希
望
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
初
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は

町
政
推
進
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
大
自
然
の
驚
異

を
痛
感
し
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
３
月
11
日
発
生

の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
な
ど
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原

子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
か
つ
て
な
い
原
子
力
災
害

を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
大
地
震
と
巨
大
津
波

に
よ
り
、
１
万
５
千
人
を
超
え
る
方
々
が
犠
牲
と
な

り
、
そ
し
て
、
い
ま
だ
に
３
５
０
０
人
余
り
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
と
そ
の
ご
遺
族
に
深
い
哀
悼
の
意
を
捧
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
震
災
に
際
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
義
援
金
や
救
援
物
資
を
被
災
地
に

届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
町
と
し
て
も
、
被
災

地
に
笑
顔
が
戻
る
よ
う
、
今
後
も
で
き
る
か
ぎ
り
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
目
を
向
け
る
と
、
年
明
け
の
村
岡
、
小
代

区
を
中
心
に
見
舞
わ
れ
た
大
雪
に
始
ま
り
、
８
月
末

の
集
中
豪
雨
、
そ
し
て
台
風
12
、
15
号
な
ど
で
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
復
旧
に
全
力

を
注
い
で
お
り
ま
す
が
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
備
え
、
今
後
も
防
災
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

大
震
災
発
生
後
の
連
日
の
報
道
で
は
、
被
災
地
の

様
子
と
と
も
に
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
懸
命
な
姿
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
社

会
的
秩
序
を
守
っ
て
お
互
い
に
助
け
合
う
様
子
が
映

し
出
さ
れ
、
日
本
人
の
思
い
や
り
の
深
さ
、
そ
し
て

一
人
ひ
と
り
の
力
の
結
集
が
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い

も
の
か
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
も
、

そ
こ
に
住
む
方
々
の
力
を
結
集
し
て
こ
そ
の
も
の
で

す
。
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
で
、
人

口
の
減
少
や
高
齢
化
率
が
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る

と
の
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
少
子
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

な
か
、
子
ど
も
の
減
少
や
核
家
族
化
な
ど
に
よ
る
家

庭
、
地
域
の
変
化
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
遊
び
、

学
び
、
そ
し
て
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
町
内
初
と
な
る
認
定
こ
ど
も
園
を
小
代
に
開

園
し
た
ほ
か
、
香
住
小
学
校
の
改
築
に
も
着
手
し
ま

し
た
。
新
校
舎
が
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
学
び
舎や

に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た
方
々
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

社
会
全
体
で
見
守
る
「
香
美
町
高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
）
を
11

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
常
生

創
造

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

と

香美町長 長 瀬 幸 夫
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活
や
仕
事
の
中
で
さ
り
げ
な
く
地
域
の
高
齢
者
な
ど

を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
異
変
に
気
付
い
た
と
き
は

役
場
に
連
絡
を
い
た
だ
く
も
の
で
、
各
種
団
体
や
事

業
所
な
ど
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
走
る
広
告
塔
「
観
光
Ｐ
Ｒ
ラ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ス
」
の
運
行
開
始
や
、
地
元
の
伝
統
食
や
地

元
の
食
材
を
使
い
手
軽
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

料
理
を
発
掘
す
る
「
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
」、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
や
啓
発
を
し
て
い
た

だ
く
「
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
」
の
認
定
な
ど
新
し

い
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
の
財
政
状
況
で
す
が
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
健
全
化
の
指
標
の
一
つ
「
実
質
公
債
費
比
率

（
自
治
体
の
財
政
規
模
に
対
す
る
借
入
金
返
済
額
な

ど
の
割
合
）」
は
、
平
成
22
年
度
決
算
で
前
年
度
を

さ
ら
に
下
回
っ
た
ほ
か
、
借
入
金
の
う
ち
利
率
の
高

い
も
の
を
繰
り
上
げ
て
償
還
す
る
な
ど
に
よ
り
財
政

健
全
化
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
行
財
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
方
針
を
定
め
た
「
香
美
町

総
合
計
画
」
の
う
ち
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
５
年
間

の
施
策
方
針
を
定
め
る
基
本
計
画
の
検
討
を
現
在
進

め
て
い
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
継

続
し
つ
つ
、
町
民
の
皆
様
に
明
る
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
き
、
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
次
の
点
を
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
「
産
業
の
連
携
に
よ
る
産
業
振
興
」
で
す
。

　

本
町
に
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

加
盟
し
て
い
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
る
と
と

も
に
、
松
葉
ガ
ニ
や
但
馬
牛
の
ほ
か
、
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
で
何
度
も
金
賞
を
受
賞
し
た
村

岡
米
な
ど
、
超
Ａ
級
の
特
産
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
、
各
産
業

団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
強
化
し
、
農
林

水
産
業
と
製
造
業
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
観
光
産

業
と
の
連
携
に
よ
り
６
次
産
業
化
を
進
め
ま
す
。

　

第
二
は
「
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
」
で
す
。

　

乳
幼
児
か
ら
の
子
育
て
・
保
育
施
策
を
一
元
的
に

行
い
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
対
応
し
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
子
ど
も
の
育
成
に
つ
い
て
一
貫

し
た
教
育
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世

代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
子

育
て
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
検
討
し
ま
す
。

　

第
三
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

で
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
、
安
全
・
安
心
に
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
こ
の
う
ち
３
区

で
異
な
る
行
政
放
送
シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
統
一
化
を

図
る
た
め
、
早
い
段
階
で
設
計
と
一
部
事
業
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
等
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
災
害
時
に

も
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
ま

す
。

年頭あいさつ

　

今
年
は
辰
（
竜
）
年
で
す
。
力
の
強
い
も
の
が
、

さ
ら
に
力
を
得
て
強
く
な
る
こ
と
の
た
と
え
に
「
竜

り
ゅ
う

に
翼

つ
ば
さ

を
得え

た
る
如ご

と

し
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
本
町
の
主
役
は
、
町
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
で
す
。
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
恵

み
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
や
文
化
、
そ
こ
に

住
む
方
々
の
優
し
さ
と
感
謝
の
心
。
皆
様
が
こ
れ
ら

の
「
翼
」
を
得
て
大
き
く
飛
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、

皆
様
の
力
を
結
集
し
、
本
町
が
さ
ら
に
発
展
で
き
る

よ
う
、
な
お
一
層
の
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈

念
を
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式
・
人
権
講
演
会
を
開
催

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
の
「
世

界
人
権
宣
言
」
を
記
念
し
て
、
毎
年
12
月

10
日
は
「
世
界
人
権
デ
ー
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
ま
で
の
１
週
間
を
人
権
週
間
と

し
て
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
も
人
権
尊
重

の
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
12

月
４
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
人
権
啓

発
作
品
表
彰
式
と
人
権
講
演
会
を
行
い
、

人
権
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
よ
う
と

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
募
集
し
た
人
権
啓
発
作
品
の
各
部
門

入
選
作
品
の
代
表
者
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し

た
。
併
せ
て
、
第
31
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選

入
賞
者
に
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
「
人
権
啓
発
作
品
集
」

に
ま
と
め
、
今
年
３
月
に
全
世
帯
や
関
係
機

関
な
ど
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

人
権
啓
発
作
品
入
選
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
標
語
の
部
】

【
作
文
の
部
】

◇ 

第
31
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
兵

庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

ぬ
く
も
り
を
感
じ
て中

倉 

茂
樹 

氏

　

中
倉
さ
ん
は
、
昭

和
52
年
３
月
生
ま

れ
の
34
歳
。
現
在
は
、

徳
島
県
人
権
啓
発
青

少
年
団
体
連
絡
協
議

会
「
止し

よ

う揚
の
会
」
事
務
局
と
し
て
、
全
国
で
人

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

▲長瀬町長から表彰状を授与される受賞者

義
本 
南な

な

ほ

々
帆
（
奥
佐
津
小
６
年
）、
藤
川 

栞か

ん

な凪

（
佐
津
小
２
年
）、
藤
原 

さ
く
ら
（
柴
山
小
４

年
）、
山
田 
歩あ

ゆ

む夢
（
香
住
小
３
年
）、
守
本 

日ひ

な南
（
長
井
小
５
年
）、
山
﨑 

慎
太
朗
（
余
部

小
３
年
）、
西
垣 
和
真
（
村
岡
小
６
年
）、
福

井 

若
菜
（
兎
塚
小
３
年
）、
谷
渕 

蒼そ

う

た大
（
射
添

小
１
年
）、
水
間 

美
花
（
小
代
小
４
年
）、
本
多 

翔
（
香
住
一
中
３
年
）、
稲
垣 
百も

も

な那
（
香
住
二

中
３
年
）、
西
村 

琴
美
（
村
岡
中
３
年
）、
小
林 

遥は

る

な南
（
小
代
中
２
年
）

小
林 

大た

い

き輝
（
柴
山
小
５
年
）、
守
山 

修
平
（
香

住
小
６
年
）、
北
脇 

嵩た
か
よ
し祥

（
長
井
小
６
年
）、
岡

本 

真
治
（
射
添
小
２
年
）、
中
村 

楓
（
小
代
小

６
年
）、
藤
原 

峻
也
（
香
住
一
中
３
年
）、
秋
山 

早
紀
（
香
住
二
中
３
年
）、
田
輪 

香
子
（
村
岡

中
２
年
）、
田
野 

杏
奈
（
小
代
中
１
年
）、
八
木 

里
佳
（
香
住
二
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

優
秀
賞
▼
德
山 

雅
也
（
村
岡
中
３
年
）、
金
賞

▼
藤
村 

直
之
（
村
岡
中
１
年
）、
銀
賞
▼
古
川 

百
華
（
村
岡
中
１
年
）、銅
賞
▼
五ご

ほ

う寶 

早
紀
（
香

住
一
中
３
年
）、
稲
垣 

百も

も

な那
（
香
住
二
中
３
年
）、

上
田 

結
（
小
代
中
２
年
）

中
２
年
）、
今
西 

勝
彦
（
柴
山
幼
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、

岸 

正
紀
（
村
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、上
田 

優
賀
子
（
兎

塚
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
田
中 

文
世
（
兎
塚
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、

今
井 

鈴
代
（
小
代
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

権
に
関
す
る
講
演
を
年
間
１
５
０
回
以
上
こ
な

す
多
忙
な
日
々
を
送
り
、
部
落
差
別
や
結
婚
差

別
な
ど
に
立
ち
向
か
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

小
学
生
の
と
き
自
身
が
遭
っ
た
い
じ
め
、
同

じ
よ
う
に
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
た
中
学
の
友
人

の
父
の
死
な
ど
を
乗
り
越
え
、
高
校
時
代
に
は

生
徒
会
長
を
務
め
た
中
倉
さ
ん
。
あ
る
日
の
人

権
集
会
で
「
私
は
部
落
出
身
で
す
」
と
打
ち
明

け
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
友
人
の
態
度

が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
と
て
も
不
安
に
感
じ
た

そ
う
で
す
が
、
そ
の
直
後
、
仲
間
に
取
り
囲
ま

れ
て
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
人
権
学
習
と

は
「
人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
学
習
で
は
な

い
か
」
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

人
の
温
か
さ
を
説
き
な
が
ら
、
精
力
的
に
人

権
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
中
倉
さ
ん
で
す
が
、

自
身
の
結
婚
差
別
に
直
面
し
ま
す
。
部
落
出
身

と
い
う
い
わ
れ
の
な
い
差
別
に
よ
っ
て
、
相
手

の
両
親
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
と
の
こ
と
。「
相
手
が
変
わ
る
の
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
ま
ず
自
分
が
変
わ
ろ
う
」
と
思
っ

た
中
倉
さ
ん
は
、
婚
姻
届
を
提
出
。
や
が
て
、

子
ど
も
が
誕
生
し
、
妻
の
両
親
に
孫
の
顔
を
見

せ
た
と
き
に
初
め
て
わ
だ
か
ま
り
が
解
け
「
す

べ
て
の
親
の
幸
せ
は
、
子
ど
も
が
幸
せ
に
な
る

こ
と
で
あ
り
、
幸
せ
を
つ
か
も
う
と
す
る
と
き

に
親
に
気
を
使
う
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
婚
差
別
の
実
体
験
を
記
録
し
た
人
権
啓
発

ビ
デ
オ
に
夫
妻
で
出
演
す
る
な
ど
「
自
分
の
苦

し
み
を
ほ
か
の
人
に
経
験
さ
せ
た
く
な
い
」
と

強
い
信
念
を
持
つ
中
倉
さ
ん
。
同
和
問
題
の
学

習
は
「
す
べ
て
の
人
間
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の

勉
強
」
と
会
場
に
訴
え
ま
し
た
。

人
権
講
演
会

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式

で築こう「人権の世紀」
～ 考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心 ～みんな

安
井 

悠ゆ

う

と斗
（
奥
佐
津
小
６
年
）、吉
田 

史
彦
（
佐

津
小
６
年
）、
今
西 

寛か

ん

た大
（
柴
山
小
１
年
）、
青

山 

紗さ

や

こ

綾
子
（
香
住
小
２
年
）、橋は

し
し
た下 

な
な
せ
（
長

井
小
５
年
）、
北
村 

勇
斗
（
余
部
小
４
年
）、
森

垣 

颯
太
（
村
岡
小
５
年
）、
西
谷 

皓こ
う
せ
い成

（
兎
塚

小
５
年
）、
田
中 

桜さ

わ

こ

和
子
（
射
添
小
４
年
）、
宮

脇 

ニに

ち

か

チ
香
（
小
代
小
５
年
）、山
脇 

こ
の
み
（
香

住
一
中
３
年
）、
西
村 

華か

す

み澄
（
香
住
二
中
３
年
）、

西
﨑 

千ち

な奈
（
村
岡
中
１
年
）、
井
上 

敦
（
小
代
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…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

4 月から役場の組織が変わります
行政課題に的確に対応できる組織を目指し

●問い合わせ先　役場総務課

　今後の職員数の減少に対応しながら、行

政課題に迅速かつ集中的に取り組むことが

できる体制を整えるとともに、住民サービ

スのさらなる向上を目指し、今年 4月から

役場の組織を改編します。

　これは昨年 12 月の町議会定例会で可決

された「香美町組織条例」の改正に伴うも

ので、今後、必要な手続きなどを行い、平

成 24 年度（平成 24 年 4 月）から新しい

体制で業務を行います。

　なお、今回の組織改編により町民の皆さ

んにご迷惑をお掛けすることがないよう、

職員が一丸となって業務に努めますので、

ご理解とご協力をよろしくお願いします。

① 意思決定の迅速化を図り、行政課題に的確に対応できる

体制とするため、部制を廃止する。

② 地域局を一つの課とし、住民サービスの向上を目指す。

③ 住民が安全・安心に暮らせる地域とするため、防災安全

室を設置し、防災体制を強化する。

④ 水環境の向上を図るため、汚水の処理を行う体制を整理

する。

⑤ 乳幼児から小・中学校まで、一貫した子どもの育成体制

を整備する。

⑥ 教育環境、ふるさと教育などの推進を図るため、教育委

員会事務局体制を整備する。

⑦ 生涯学習の推進と地域に密着した公民館活動を図るため、

教育委員会の各分室を統合する。

組織改編の 7つのポイント

組織改編の概要（担当課の変更など）

平成 24年 3月末まで 平成 24 年 4月から

①

総務部

（総務課、財政課、企画課、税務課）
総務課、財政課、企画課、税務課

健康福祉部

（町民課、健康課、福祉課）
町民課、健康課、福祉課

産業部

（農林水産課、観光商工課）
農林水産課、観光商工課

建設部

（建設課、上下水道課）
建設課、上下水道課

②
村岡地域局、小代地域局

（地域振興課、健康福祉課、農林建設課）
村岡地域局、小代地域局

③
町民課

（消防防災に関する業務）
【新設】防災安全室（総務課内）

④
町民課

（し尿処理に関する業務）
上下水道課

⑤
福祉課

（子育て支援に関する業務）
【新設】こども教育課

⑥

－ 【新設】教育企画研修室（教育総務課内）

学校教育課

（給食センターに関する業務）
教育総務課

学校教育課

（上記以外）
【新設】こども教育課

⑦ 社会教育課、香住分室、小代分室 【新設】生涯学習課

※詳細については今後の広報紙などでお知らせします。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

も
っ
と
『
学
ぼ
う
』

も
っ
と
『
遊
ぼ
う
』

地
域
の
宝
・
み
ん
な
の
宝

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

●
問
い
合
わ
せ
先

　

・
役
場
観
光
商
工
課

　

・
香
美
町
海
の
文
化
館　

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
１

　

皆
さ
ん
が
冬
季
の
天
気
予
報
で
よ
く
耳
に

す
る
「
西
高
東
低
」
と
は
、
日
本
列
島
の
東

側
に
低
気
圧
が
あ
り
、
大
陸
か
ら
シ
ベ
リ
ア

高
気
圧
（
寒
気
団
）
が
張
り
出
し
て
等
高
線

が
南
北
に
帯
の
よ
う
に
現
れ
る
気
圧
配
置
を

指
し
ま
す
。
こ
の
気
圧
配
置
に
な
る
と
、
厳

し
い
冷
え
込
み
と
と
も
に
日
本
海
側
を
中
心

に
大
雪
が
降
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
香
美
町

も
豪
雪
地
帯
の
一
つ
で
、
大
雪
が
降
る
と
生

活
す
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
伴
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
毎
年
、
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
雪
の
降
る
仕
組
み
を
少
し
お
さ
ら

い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
先
ほ
ど
の
「
西
高
東

低
」
の
気
圧
配
置
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

雪
が
降
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
世
界
各
地
で

も
同
様
の
気
圧
配
置
は
見
ら
れ
ま
す
。
で
は
、

ど
う
し
て
日
本
海
側
で
は
雪
が
降
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
に
は
「
日
本
海
」
の
存
在
が
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。
日
本
海
に
は
、
対
馬
海

峡
を
通
っ
て
日
本
列
島
沿
い
に
北
上
す
る
対

馬
海
流
（
暖
流
）
が
流
れ
て
い
ま
す
。
西
高

東
低
の
気
圧
配
置
に
な
る
と
、
シ
ベ
リ
ア
高

気
圧
（
寒
気
団
）
か
ら
日
本
海
側
に
寒
気
が

吹
き
出
し
、
上
空
５
０
０
０
ｍ
付
近
で
マ
イ

ナ
ス
40
℃
近
く
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
海

水
面
上
の
気
温
も
か
な
り
低
下
し
ま
す
。
暖

か
い
海
水
と
冷
た
い
空
気
、
こ
の
二
つ
が
接

す
る
と
大
量
の
水
蒸
気
が
発
生
し
ま
す
。
天

気
予
報
の
衛
星
画
像
で
日
本
列
島
に
向
け
て

「
す
じ
状
の
雲
」
が
並
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
大
量
の
水
蒸
気
で
作
ら
れ
た

雲
が
北
西
の
季
節
風
に
乗
っ
て
日
本
列
島
に

吹
き
付
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
次
々
に
日
本
列
島
に
押
し
寄
せ

る
雲
が
、
脊

せ
き
り
ょ
う梁

山
脈
（
長
く
連
な
り
、
主
要

な
分
水
嶺
と
な
る
山
の
連
な
り
）
に
当
た
っ

て
上
昇
し
、
山
岳
地
帯
に
雪
を
降
ら
し
ま
す
。

山
陰
地
方
の
場
合
、
中
国
山
脈
が
脊
梁
山
脈

に
な
り
ま
す
。
特
に
香
美
町
の
場
合
は
氷
ノ

山
や
鉢
伏
山
な
ど
の
高
い
山
々
が
そ
の
役
目

を
果
た
し
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
約
２
５
０
０

万
年
前
の
日
本
海
形
成
が
生
み
出
し
た
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
日
本
海
は
但
馬
地
方
に
雪

を
も
た
ら
し
ま
す
。
多
く
の
人
か
ら
嫌
わ
れ

る
雪
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
多
く
の
恵
み
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
雪
解
け
の
水
が
矢
田
川

の
流
れ
を
育
み
、
私
た
ち
に
お
い
し
い
飲
み

水
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
そ
の
流
れ
は
豊

富
な
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
海
に
注
ぎ
、
豊
か
な
海

産
物
も
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
目
的
に
多

く
の
観
光
客
も
訪
れ
ま
す
。

　

多
く
の
困
難
と
、
多
く
の
恵
み
を
与
え
て

く
れ
る
雪
も
、
ジ
オ
の
産
物
の
一
つ
で
す
。

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
西
洋
か
ん
じ
き
）
を
履

い
て
雪
の
上
を
歩
く
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ

キ
ン
グ
」。
最
近
で
は
全
国
各
地
で
講
習
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
愛
好
家
も
増
え
て
い
ま

す
。
雪
を
ま
と
っ
た
山
々
の
雄
大
さ
、
雪
面

に
残
さ
れ
た
野
生
動
物
の
足
跡
な
ど
白
銀
の

世
界
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

初
心
者
で
も
楽

し
む
こ
と
で
き

ま
す
。

　

こ
の
冬
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
新
し

い
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
プ
チ
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
感
覚
で
楽
し
め
る
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ

ン
タ
ー
（
℡
０
７
９
６
・
94
・
０
２
１
１
）
、
美
方
高

原
自
然
の
家
（
℡
０
７
９
６
・
97
・
３
６
０
０
）
、
お

じ
ろ
ス
キ
ー
場
（
℡
０
７
９
６
・
97
・
２
７
１
７
）

で

体
験
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

日
本
海
と
「
但
馬
の
雪
」

白
銀
の
世
界
を
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
！

▲ 香美町版ジオパークキャラクター
「ジオンくん」

▲雪の降る仕組み（概要）
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…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談
こんな

とき、どうする？

～ 暖房器具による事故をなくそう ～

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４
（
直
通
）

通
信

い

き
い
き

冬
場
の
運
動
不
足
を
解
消

冬
場
の
運
動
不
足
を
解
消

こ
た
つ
と
〝
友
だ
ち
〞
に
な
っ
て
ま
せ
ん
か
？

　

冬
場
は
外
出
が
少
な

く
な
り
、
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
で
す
。「
転

ん
だ
ら
大
変
」
と
家

で
じ
っ
と
し
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

身
体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
筋
力
が

落
ち
た
り
、
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
っ
た
り
、

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
鈍
っ
た
り
し
ま
す
。
適
度

に
体
を
動
か
し
、
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

　

冬
場
、
特
に
注
意
が
必
要
な
の
が
『
温
度

差
』
で
す
。
温
度
差
が
大
き
い
と
、
血
圧
が

急
激
に
変
化
し
、
心
臓
や
脳
血
管
の
障
害
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
筋
肉
も
硬
く
な
り
痛
め
や
す
く
な

る
の
で
、
早
朝
や
起
床
直
後
は
避
け
、
暖
か

い
服
装
で
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
気
温
が

低
い
日
は
、
暖
か
い
室
内
で
。
そ
し
て
、
水

分
を
取
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

　

こ
こ
で
効
果
的
な
運
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

②
足
の
筋
力
を
つ
け
る
運
動

　

外
出
の
機
会
が
減
る
と
足
腰
の
筋
力
が
低

下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
足
の
筋
力
ア
ッ

プ
に
効
果
的
で
す
。

③
足
踏
み
運
動

　

全
身
の
運
動
に
な
る
の
で
、
心
肺
機
能
の

ア
ッ
プ
に
も
効
果
的
で
す
。

①
背
中
を
伸
ば
す
運
動

　

こ
た
つ
に
入
っ
て
い
る

と
丸
く
な
っ
て
し
ま
う
背

中
。
肩
こ
り
予
防
や
体
幹

の
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的

で
す
。

①
ひ
じ
を
引
く

② 

腕
を
前
に
伸
ば
し
て
上
体

を
倒
す

①
片
足
ず
つ
ひ
ざ
を
伸
ば
す

② 

伸
ば
し
た
ま
ま
、
つ
ま
先

を
そ
ら
し
て
10
秒
数
え
て

下
ろ
す
（
左
右
５
回
程
度
）

い
す
に
座
り
、
手
を
し
っ
か

り
振
っ
て
、
足
踏
み
を
行
う

（
20
回
程
度
）

　冬場は暖房器具による事故が急増します。そ

の多くが誤使用や不注意によるもので、石油ス

トーブに限れば、平成 18 年度から平成 22 年

度までに事故全体のうち 63％を占めます。使

用前には点検を行い、給油するときは十分注意

しましょう。

　また、お使いの暖房器具はリコール（製品に欠陥が判明した場合、メーカー

などが無償で交換、修理など行うこと）対象ではありませんか。リコール対

象製品とは気付かずに使用して、火災が発生したり、死亡事故が起きたりす

る場合があります。使用中の製品が該当する

場合は、すぐにメーカーや販売業者に申し出

ましょう。

　なお、リコール該当製品かどうかは、経済産

業省の『製品安全ガイド』ホームページ（http://

www.meti.go.jp/product_safety/）か、各メーカー

のホームページでご確認ください。

＜消費生活相談窓口＞
●役場消費生活相談窓口

　（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化

協
会
所
属
の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌

を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

自
分
史
の
記
憶
の
旅
や
夜
の
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

ふ
ゆ
も
み
じ
ひ
ら
が
な
ば
か
り
の
母
と
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

捷し

ょ

う

こ子

長
寿
眉
降
ら
ん
が
え
ぇ
の
う
雪
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富と

み

よ

美
代

持
余
す
ほ
ど
の
豊
作
如
何
に
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中な

か

に

わ庭 

正
江

つ
る
し
柿
手
元
あ
や
う
し
大
く
さ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

冬
帽
の
爺
に
も
ら
つ
た
か
童
子
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
し
げ
み

 おめでとうございます

 町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

第 31回豊かな海づくり大会作文コンクール

　農林水産大臣賞

　　濱名 洋
ひ ろ ゆ き

幸（柴山小 2年、香住区上計）

　水産庁長官賞

　　今西 梨
な ず な

沙南（同小 2年、香住区上計）

　　山本 葉
は づ き

月（同小 4年、香住区上計）

第 14回ジャンボひまわりコンテスト

　優勝　後垣 晶一（香住区大谷）

第 57回青少年読書感想文兵庫県コンクール

　兵庫県教育委員会賞

　　中村 睦
むつみ

（射添小 6年、村岡区川会）

兵庫県水産賞

　沖合底引き網漁業の発展と漁協経営の安定化

　　竹中 和久（香住区若松）

第 22回兵庫県花き品評会 秋の部

　銀賞　田中 義髙（村岡区口大谷）

 

第
13
回 

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会　

村
岡
米
が
２
年
連
続
で
金
賞
受
賞
！

　

米
の
食
味
を
競
う「
第
13
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」（
米

・
食
味
鑑
定
士
協
会
主
催
）
が
昨
年
11
月
22
、
23
日
に
群
馬
県
川
場
村
で
行
わ

れ
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
村
岡
米
生
産
組
合
（
西
田
英
喜
組
合
長
、
21
人
）
の
前
田
利

夫
さ
ん
（
村
岡
区
板
仕
野
）
が
総
合
部
門
で
金
賞
、
森
井
省
吾
さ
ん
（
同
区
萩

山
）
が
都
道
府
県
選
抜
代
表
お
米
選
手
権
部
門
で
特
別
優
秀
賞
、
中
野
隆た

か

い

ち一
さ

ん
（
同
区
村
岡
）
が
水
田
環
境
特
Ａ
部
門
で
特
別
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
岡
お
い
米
作
隊
の
吉
田
修の

ぶ

ひ

さ久
さ
ん
（
小
代
区
秋
岡
）
も
総
合
部
門
で

特
別
優
秀
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
米
の
お
い
し
さ
の
指
標
と
な
る
水
分
や
た
ん
ぱ
く
質

な
ど
の
成
分
検
査
や
、
香
り
、
粘
り
、
食
感
、
味
な
ど
の
審
査
を
通
し
て
、
出

品
さ
れ
た
米
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
評
価
し
、
食
味
の
優
劣
を
競
う
も
の
で
、

今
回
は
国
内
外
か
ら
２
９
５
２
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
村
岡
米
の
金
賞
受
賞

は
２
年
連
続
で
、
平
成
21
年
の
第
11
回
大
会
で
惜
し
く
も
金
賞
を
逃
し
た
も
の

の
、
今
回
が
平
成
18
、
19
、
20
、
22
年
に
続
き
５
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
２
日
に
は
受
賞
者
の
皆
さ

ん
が
長
瀬
町
長
を
訪
問
し
、
受
賞
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
前
田
さ
ん
は
「
初

出
品
だ
っ
た
の
で
受
賞
で
き
る
と
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
今
後
も
お
い

し
い
米
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
米
作
り

に
励
み
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

５
度
目
の
受
賞
で
、
生
産
者
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
と
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た

そ
の
お
い
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
証
明
し

た
村
岡
米
。
こ
れ
か
ら
も
全
国
有
数
の

お
い
し
い
米
と
し
て
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲  第 13 回米・食味分析鑑定コンクールで受賞した皆さん（前田さん（左手前）、
森井さん（右手前）、中野さん（左奥）、吉田さん（右奥））
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 23年 12 月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
▼
昨
年
３
月

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を

機
に
、
全
国
で
防
災
や
減
災
に

つ
い
て
の
意
識
が
高
ま
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
話

し
合
い
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
▼
あ
れ
か
ら

約
10
ヵ
月
。
気
持
ち
を
新
た
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
防
災
意
識
が

竜
頭
蛇
尾
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

万
一
の
備
え
を
日
ご
ろ
か
ら
見

直
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
▼
そ

れ
で
は
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　

（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（11/21 ～ 12/16）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（11/21 ～ 12/16）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News
僕
は
「
ジ
オ
ン
く
ん
」。
よ
ろ
し
く
ね
！

香
美
町
版
ジ
オ
パ
ー
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
募
集
し
て

い
た
香
美
町
版
ジ
オ
パ
ー
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

し
ま
し
た
。
昨
年
９
月
か
ら
10
月
ま
で
に
全
国
か
ら
86
人
、
１
３
２
点

の
応
募
が
あ
り
、
香
美
町
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
10
月
31
日
に
審

査
。
そ
の
中
か
ら
群
馬
県
前
橋
市
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
宮
川
ヒ
ロ
ミ
さ
ん

の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
前
は
「
ジ
オ
ン
く
ん
」。
ジ
オ
ン
く
ん
は
、国
天
然
記
念
物
の
「
鎧

の
袖そ

で

」
と
足
跡
化
石
の
代
表
「
サ
イ
」
の
角
を
あ
し
ら
っ
た
姿
で
、
頭

は
「
山
、
豊
か
な
森
、
棚
田
」、
上
半
身
は
「
川
、
海
」、
足
は
「
大
地
、

地
層
」
を
表
し
、「
ツ
ノ
」
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

と
同
じ
配
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
完
成
す
る
ジ
オ
ン
く
ん

の
着
ぐ
る
み
が
、「
か
す
み
ち
ゃ
ん
」、「
松
葉
く
ん
」、「
但
馬
牛
太
郎
」

と
と
も
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
、
普
及
推
進
に
活
躍
し
ま
す
。

　

宮
川
さ
ん
は
「
私
の
地
元
『
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
』（
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
一
つ
）
と
の
関
わ
り
も
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

美
方
大
納
言
小
豆
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
昨
年
12
月
11

日
に
香
美
町
と
新
温
泉
町
の
特
設
会
場
で
「
美
方
大
納

言
小
豆
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
美
方
大
納
言
小
豆
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
育
て
よ
う
と
、
昨
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
美
方

美
方
大
納
言
小
豆
を
堪
能
！

美
方
大
納
言
小
豆
ま
つ
り

　

（
12
月
11
日
、
道
の
駅 

村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
）

日
本
の
文
化
に
興
味
津
々
！

雪
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
12
月
15
〜
18
日
、
小
代
区
内
）

　

国
際
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
昭
和
56
年
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
留
学
生
が

小
代
区
の
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
泊
４
日
で
、
７
人
の
短
期
留
学
生
が
小

代
区
内
の
各
受
入
家
庭
を
訪
れ
、
家
族
の
一
員
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
16
日

に
は
、
小
代
中
学
校
で
英
語
や
習
字
の
授
業
に
参
加
、
給
食
を
一
緒
に
食
べ
て

中
学
生
と
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
18
日
に
は

小
代
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ

い
収
穫
祭
・
正
月
の
も
ち
花
づ
く
り
」
に
参
加
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
も
ち
花
づ
く
り

な
ど
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

雪
が
降
り
積
も
る
な
か
、
家
庭
で
の
生
活
や

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
日
本
の
文
化
に
触

れ
た
留
学
生
。
送
別
会
で
「
雪
が
見
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
み
ん
な
に
親
切
に
し

て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
の
土
地
で
過

ご
し
た
日
々
を
一
生
忘
れ
な
い
」
と
慣
れ
な
い

日
本
語
で
あ
い
さ
つ
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
も
「
息
子
や
娘
と
別
れ
る
よ
う
で
と
て
も
さ

み
し
い
」
な
ど
と
語
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い

ま
し
た
。

▲慣れない筆を使って、習字に挑戦
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大
納
言
小
豆
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の
。

同
協
議
会
は
香
美
町
、
新
温
泉
町
、
県
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
、

生
産
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
栽
培
技
術
の
普
及
、
商
品

開
発
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
通
し
て
、
特
産
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

香
美
町
で
は
こ
の
日
、
道
の
駅
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー

デ
ン
（
村
岡
区
大
糠
）
で
同
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
美
方

大
納
言
小
豆
を
買
い
求
め
る
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
ほ

か
、
来
場
者
に
ぜ
ん
ざ
い
や
お
は
ぎ
が
振
る
舞
わ
れ
る

な
ど
、
会
場
は
小
豆
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
沸
か
せ
た
「
棚
田
か
ら
ぼ
た
も
ち
早
食
い
大

会
」
に
は
、
町
内
外
か
ら
８
組
が
出
場
。
こ
れ
は
、
口

に
く
わ
え
た
長
さ
30
㎝
の
ヘ
ラ
で
ぼ
た
も
ち
５
個
を
す

く
っ
て
相
手
に
食
べ
さ
せ
、
そ
の
早
さ
を
競
う
も
の
。

器
用
に
ヘ
ラ
を
使
う
参
加
者
も
い
ま
し
た
が
、
な
か
に

は
す
く
っ
て
は
落
と
す
の
繰
り
返
し
で
、
相
手
の
口
に

う
ま
く
ぼ
た
も
ち
を
運
べ
な
い
参
加
者
も
い
て
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
笑
い
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

44
秒
の
大
会
新
記
録
で
見
事
優
勝
し
た
永
田
和
三
、

森
田
政
友
ペ
ア
（
枚
方
市
）
は
「
カ
ニ
を
食
べ
た
帰
り

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
の
ど
に
詰
め
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
思
い
な
が
ら
必
死
に
頑
張
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

▲口にくわえたへらで、ぼたもちを「あーん」

し
め
縄
作
り
で
地
域
の
交
流
を
！

し
め
縄
作
り
・
も
ち
つ
き
大
会
（
12
月
11
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
な
ど
）

　

昔
な
が
ら
の
し
め
縄
作
り
を
通
し
て
地
域
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、
昨
年
12
月
11
日
に
香
住
地

区
公
民
館
の
呼
び
掛
け
で
「
し
め
縄
作
り
・
も
ち
つ
き
大
会
」
が
香
住
区
中
央
公
民
館
な
ど
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昔
は
草
履
、
し
め
縄
な
ど
は
各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
そ
の
姿
も
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
を
単
位
と
し
て
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
文
化

を
継
承
し
て
い
こ
う
と
始
め
ら
れ
た
こ
の
行
事
。
併
せ
て
、
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

作
業
に
は
約
60
人
の
親
子
が
参
加
し
、
香
住
地
区
老
人
会
の
講
師
５
人
が
指
導
に
あ
た
り
ま

し
た
。
５
班
に
分
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
一
生
懸
命
わ
ら

を
な
い
、輪
か
ざ
り
作
り
に
挑
戦
。
参
加
し
た
川
戸
大
地
く
ん（
香
住
小
２
年
、香
住
区
七
日
市
）

は
「
簡
単
そ
う
に
見
え
た
け
ど
、や
っ
て
み
る
と
と
て
も
難
し
か
っ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
も
ち
つ
き
に
は
も
ち
米
30
㎏
（
12
う
す
分
）
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
掛
け

声
と
と
も
に
テ
ン
ポ
よ
く
も
ち
を
つ
き
、
出
来
上
が
っ
た
も
ち
で
仕
立
て
た
熱
々
の
ぜ
ん
ざ
い

を
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
張
っ
て
い
ま
し
た
。

白
銀
の
世
界
を
楽
し
み
な
が
ら
初
滑
り
！

ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
（
12
月
17
日
）

　

町
内
ス
キ
ー
場
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
（
村
岡
区
大
笹
）
が
昨
年
12

月
17
日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
人
口
造
雪
機
を
使
っ
て
整
備
し
た
全
長
７
０
０
ｍ
、
幅
20
ｍ
の
中
央
ゲ
レ
ン
デ

コ
ー
ス
と
子
ど
も
向
け
の
オ
レ
ン
ジ
ラ
ク
ー
ナ
の
２
コ
ー
ス
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
し
た
が
、

前
日
ま
で
の
約
50
㎝
の
積
雪
で
、
天
然
雪
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
コ
ー
ス
も
滑
走
可
能
に
。

時
折
強
い
風
や
降
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
初
滑
り
を
待
ち
焦
が
れ
た
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
が
、
雪
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
白
銀
の
世
界
に
飛
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

夫
婦
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
歴
７
年
の
野
村 

充
み
つ
る

さ
ん
（
寝
屋

川
市
）
は
「
オ
ー
プ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
雪
質
だ
け
で
な
く
、
温
泉
や
料

理
も
最
高
で
す
の
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
宿
泊
、
日
帰
り
を
交
え
て
毎
週
滑
り
に
来
ま
す
」
と
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲おじいちゃんに教わりながら、しめ縄づくりに挑戦

▲滑る前に自分のラインを確認するスキーヤー
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　36・1111
　　　　　　(代表 )
　総 務 課　36・1111
　財 政 課　36・1942
　企 画 課　36・1962
　税 務 課　36・1113
　会 計 課　36・4321
　町 民 課　36・1110
　  消費生活相談窓口　36・1941
　健 康 課　36・1114
　福 祉 課　36・1964
　農林水産課　36・0846
　観光商工課　36・3355
　建 設 課　36・1961
　上下水道課　36・0420
　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321
　　　　　　(代表 )　
小代地域局　97・3111
　　　　　　(代表 )　
　地域振興課　97・3370
　健康福祉課　97・3375
　農林建設課　97・3373

教育委員会　94・0101
　香住分室　36・3764
　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166
公立村岡病院　94・0111
香住地域福祉センター
　　　　　   36・4345
香住老人福祉センター
　　　　　　36・5008
村岡老人福祉センター
　　　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター
　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
82
号
）
平
成
24
年
1
月
12
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
総
務
部
企
画
課

まちのうごき

（平成 23 年 12 月 1 日現在）

合　計　20,617 人（－  26）

　男　　 9,825 人（－   6）

　女　　10,792 人（－  20）

世帯数  6,853 世帯（＋   1）

カッコ内は前月比

　

面
は
木
製
で
、
そ
の
大
き
さ
は
縦
19
・
８
㎝
、
横
15
・
５
㎝
。

下
地
に
胡ご

ふ

ん粉
（
貝
殻
を
焼
き
、
砕
い
て
粉
末
に
し
た
白
色
の

顔
料
）
は
塗
ら
ず
、
直
接
、
緑

ろ
く
し
ょ
う青

（
銅
の
表
面
に
で
き
る
緑

色
の
さ
び
）
が
塗
ら
れ
、
そ
の
上
か
ら
黒

く
ろ
う
る
し漆

が
重
ね
塗
り
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
き
く
見
開
い
た
目
に
は
朱
色
の
縁
取
り
が

あ
り
、
眼
球
に
は
金
が
少
し
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金き

ん

で

い泥

（
金
粉
を
〝
に
か
わ
〞
の
液
で
溶
か
し
た
も
の
）
が
塗
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
唇
は
朱
色
に
塗
ら
れ
、

そ
の
両
端
に
は
し
わ
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

額
か
ら
あ
ご
に
か
け
て
の
割
れ
た
あ
と
や
、
額
右
上
の
破

損
し
た
あ
と
は
、
パ
テ
状
の
も
の
で
修
復
さ
れ
て
い
ま
す
。

面
の
劣
化
が
少
な
い
わ
り
に
破
損
が
ひ
ど
い
た
め
、
な
ん
ら

か
の
理
由
で
故
意
に
割
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
左
側
の
こ
め
か
み
の
部
分
に
は
２
㎜
程

度
の
穴
が
開
い
て
い
て
、
実
際
に
人
が
装
着
し
た
よ
う
で
す
。

　

形
状
や
彩
色
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
製
作
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
の
面
。
黒
、
朱
、
緑
の
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、

彫
り
の
技
術
や
造
形
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和

46
年
（
１
９
７
１
年
）
に
村
岡
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

黒
野
神
社
に
は
、
こ
の
面
の
経
歴
、
そ
し
て
実
際
に
使
用

さ
れ
た
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
伝
承
で
は
同
じ

面
が
も
う
１
つ
あ
り
、
そ
れ
は
美
方
郡
内
に
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
て
、
謎
の
多
い
面
で
す
。

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
に
大
陸
か
ら
伝
来
し
、

平
安
時
代
に
宮
廷
音
楽
と
し
て
栄
え
、
寺
社
で
も
奉
納
さ
れ

た
雅
楽
の
一
つ
「
貴
徳
」
で
使
用
さ
れ
る
面
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
「
貴
徳
面
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）
刊
行
の
『
民

間
の
古
面
』（
後
藤 

淑
は
じ
め 

著
）
に
は
「
舞
楽
（
舞
を
伴
っ
た
雅
楽
）

の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
使
用
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
祭
り
の
行
列
な
ど
で
先
頭
に
立
ち
、
先
払
い
や

悪
魔
払
い
に
使
用
さ
れ
た
の
で
は
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
り
上
が
っ
た〝
ま
ゆ
〞、し
わ
の
寄
っ
た〝
み
け
ん
〞、か
っ

と
大
き
く
見
開
い
た
〝
目
〞、
横
に
広
が
っ
た
巨
大
な
〝
鼻
〞、

へ
の
字
に
結
ん
だ
〝
口
〞。

　

見
る
も
の
が
思
わ
ず
襟
を
正
し
て
し
ま
い
そ
う
な
威
厳
と

風
格
を
備
え
て
い
る
こ
の
面
（
写
真
）
は
、
黒
野
神
社
（
村

岡
区
村
岡
）
に
昔
か
ら
伝
わ
る
も
の
で
す
。
怒
り
の
表
情
に

も
見
え
る
こ
の
面
か
ら
は
、
憤
怒
と
い
う
よ
う
な
激
し
い
感

情
で
は
な
く
、
内
に
秘
め
た
る
意
志
で
悪
を
正
す
、
そ
ん
な

静
か
で
強
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
面
、
正
式
な
名
前
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
、
た
だ

古
い
面
だ
と
い
う
こ
と
か
ら「
古
面
」と
し
て
神
社
に
伝
わ
っ

第
19
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

町
指
定
文
化
財

黒
野
神
社
所
蔵貴き

と

く徳
面


